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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

と
べ
動
物
園
に
は
、４
頭
の
グ
ラ
ン
ト
シ
マ
ウ
マ
が

い
ま
す
。
ダ
イ
チ（
10
歳
）、ヒ
ナ
タ（
９
歳
）、ウ
ラ

ラ（
５
歳
）、
ミ
ナ
ツ（
１
歳
）
の
４
頭
で
す
。
写
真

は
ウ
ラ
ラ
の
母
親
ヒ
ナ
タ
で
す
。
ヒ
ナ
タ
は
新
し
く

や
っ
て
来
た
ミ
ナ
ツ
に
、
時
々
ち
ょっ
か
い
を
出
し
そ

う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
ウ
ラ
ラ
が
割
っ
て
入
り

け
ん
か
を
防
い
で
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ト
シ
マ
ウ
マ
の
特
徴
は
、シ
マ
模
様
が
足
の

先
ま
で
つ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
最
近
の
研
究
で
、こ

の
シ
マ
模
様
に
は
体
温
を
下
げ
る
役
割
や
、ア
ブ
や

ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
な
ど
吸
血
昆
虫
を
寄
せ
付
け
に
く
く

す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
綺
麗
な
シ
マ
模
様
で
す
。
午
（
う
ま
）

年
に
ち
な
ん
で
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
馬
よ
り

驢
馬
に
近
い
よ
う
で
す
。

（
写
真
提
供
：
と
べ
動
物
園
）

奥
山
や  

人
こ
ぬ
家
の  

門
か
ざ
り　
　

子
規
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令
和
７
年
12
月
県
議
会
の
概
要

を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
給

与
改
定
は
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
く

も
の
で
、
基
本
給
を
４
月
に
遡
っ
て
平
均
で

３
％
超
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

2 

補
正
予
算

　

12
月
補
正
予
算
は
、
国
会
で
総
合
経
済

対
策
の
裏
付
け
と
な
る
補
正
予
算
が
成
立

し
た
こ
と
を
受
け
て
追
加
提
案
が
あ
り
、一

般
会
計
５
５
１
億
３
，６
８
１
万
円
、
特
別

会
計
２
，６
８
３
万
円
、
企
業
会
計
９
億
９
，

０
６
７
万
円
と
昨
年
に
続
い
て
大
型
補
正

（
表
１
）
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、こ
の
う
ち
一

般
職
員
と
特
別
職
の
給
与
改
定
に
伴
う
増

額
は
62
億
８
，０
３
０
万
円（
表
２
）で
す
。

当
面
措
置
が
必
要
な
経
費

６
，８
８
８
万
円

・�

衛
生
環
境
研
究
所
、産
業
技
術
研
究
所
な

ど
県
試
験
研
究
機
関
等
の
設
備
・
機
器
の

整
備
。

・�
松
山
盲
学
校
の
拡
大
読
書
器
な
ど
教
育

機
器
の
整
備

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等

62
億
８
，０
３
０
万
円

　

※�

内
給
特
法
の
改
正
に
伴
う
教
員
の
処

遇
改
善　
　
　

1
億
５
，０
２
９
万
円

物
価
高
騰
へ
の
対
応１

０
８
億
３
，３
５
７
万
円

①
生
活
者
へ
の
支
援

・�

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
す
る
家
庭
や
事
業
者
の

負
担
軽
減　
　

 （
８
億
５
，５
６
６
万
円
）

　

支
援
額
は
R
８
年
１
～
３
月
分
で一般
家
庭

２
千
円
、事
業
者
２
千
円
～
12
万
円

②
中
小
企
業
等
へ
の
支
援

・�

企
業
の
生
産
性
向
上
への
設
備
投
資
支
援

（
11
億
円
）

　

県
内
に
本
店
・
本
社
の
あ
る
90
社（
個
人

事
業
主
含
む
）を
対
象
。
４
０
０
万
円
以
上

の
設
備
投
資
が
条
件
。
対
象
経
費
の
２
分

の
１（
上
限
１
，０
０
０
万
円
）を
補
助
。
４・

５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
伴
う
場
合
は
、
割

合
を
３
分
の
２（
上
限
１
，３
３
３
万
円
）に

拡
充
。
支
援
を
望
む
事
業
者
を
公
募
し
、

審
査
す
る
方
針
。

・�

中
小
企
業
者
収
益
力
強
化
支
援

（
８
億
８
，０
０
０
万
円
）

　

県
内
に
事
業
所
の
あ
る
中
小・小
規
模
事

業
者
４
０
０
者
を
対
象
。
経
営
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
生
産
性
向
上
、
業
務
効
率

化
な
ど
収
益
力
強
化
を
目
的
と
し
た
設
備

投
資（
機
械
装
置
費
、シ
ス
テ
ム
導
入
費
な

ど
）の
２
分
の
１（
上
限
２
０
０
万
円
）を
補

助
。
小
規
模
事
業
者
は
３
分
の
２
に
か
さ

上
げ
。
商
工
会
、
商
工
会
議
所
の
伴
走
支

援
を
受
け
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
が
条
件
。

12月議会最終日、建設委員長として委員会審議の状況を報告（議場で）

　

12
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
第

３
９
４
回
定
例
県
議
会
は
、
12
月
17
日
に

17
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。
議
会
最

終
日
に
は
、
国
の
総
合
経
済
対
策
の
裏
付

け
と
な
る
補
正
予
算
の
成

立
を
受
け
て
、
追
加
の
補

正
予
算
案（
４
９
７
億
3
，

８
２
３
万
円
）が
上
程
さ

れ
、
同
日
委
員
会
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
可
決
議
案

は
追
加
補
正
予
算
を
含
め

て
、
条
例
７
、
補
正
予
算

７
、
人
事
３
、
意
見
書
１
、

そ
の
他
６
の
24
議
案
で

す
。
ま
た
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
令
和
６
年
度

決
算
４
件
を
認
定
し
ま
し

た
。

　
な
お
、高
市
首
相
の「
台

湾
有
事
は
存
立
危
機
事

態
」発
言
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
な
ど
請
願
２
件
を
不

採
択
と
し
て
い
ま
す
。

1 

条
例

　

職
員（
一般
職
、
警
察
、
学
校
）の
給
与
を

改
定
す
る
た
め
の
条
例
な
ど
７
件
の
条
例
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浴
場
。
光
熱
費
及
び
食
材
費
高
騰
分
の
約

３
割
を
支
援（
光
熱
費
は
定
額
。
食
材
費

は
定
員
数
に
応
じ
て
支
援
単
価
を
設
定
）。

救
急
告
示
病
院
、
周
産
期
医
療
を
担
う
病

院
、
福
祉
避
難
所
指
定
施
設
は
加
算
措
置

が
あ
る
。

・�

介
護
施
設
等
処
遇
改
善
サ
ー
ビ
ス
継
続
支
援

（
33
億
１
，８
０
０
万
円
）

　

介
護
従
事
者
全
般
を
対
象
に
１
万
円
目

安
の
賃
上
げ
に
相
当
す
る
支
援
を
行
う
。

生
産
性
向
上
や
協
働
化
に
取
り
組
む
場
合

上
乗
せ
を
す
る
。
訪
問
等
の
移
動
経
費
や

食
料
品
の
購
入
に
補
助
金
を
支
給

④
農
林
水
産
事
業
者
へ
の
支
援

・��

施
設
園
芸
燃
料
高
騰
対
策
支
援

（
１
，２
２
０
万
円
）

・�

酪
農
・
畜
産
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援

（
３
億
９
１
１
万
円
）

・
林
業
・
木
材
産
業
効
率
化
支
援

（
５
，０
０
０
万
円
）

・
漁
業
用
燃
油
・
飼
料
高
騰
対
策

（
２
億
８
，５
７
８
万
円
）

防
災
・
減
災
対
策
等
の
推
進

３
８
９
億
７
，１
５
７
万
円

　

国
の「
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」を

踏
ま
え
た
対
策
な
ど
、
国
の
補
正
予
算
を

・�
脱
炭
素
型
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
転
換
促
進

（
3
億
62
万
円
）

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
創
出
・
貯
蔵
に
資
す
る
設
備
投
資

を
支
援

③
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
支
援

・�

医
療
・
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策

（
21
億
５
，７
１
３
万
円
）

　

対
象
は
医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、
公
衆

【表1】 12月補正予算の概要
［当初に提案された補正予算］
　一般会計　53億 9,858万円　　企業会計　9億 5,060万円

【表2】 給与改定
給与改定　62億 8,030万円

（1）一般職　62億 7,707万円
　　（一般会計　53億 2,653万円、 企業会計　9億 5,054万円）

（2）特別職　323万円 
　　（一般会計　317万円、 企業会計　6万円）

［追加提案の補正予算（総合経済対策）］
　一般会計　497億 3,823万円　　特別会計　2,683万円
　企業会計　4,008万円

1 物価高騰への対応 108億 3,357万円

（1） 生活者への支援 8億 5,566万円

（2）賃上げ対策を含む中小企業等への支援 24億 2,313万円

（3） 医療・福祉施設への支援 68億 5,633万円

（4） 農林水産事業者への支援 9億 9,845万円

2 防災・減災対策等の推進 389億 7,157万円

（1） 土木施設の防災・減災対策 336億 7,825万円

（2） 農林水産施設の防災・減災対策 49億 8,477万円

（3） その他 3億    885万円

区 分 職 員 数 予 算 額

一般会計 2万 1,700 人 53億 2,653万円

一般職員 4,280 人 10億 5,726万円

警察職員 2,886 人 8億 　491万円

学校職員 1万 1,578 人 30億 8,957万円

会計年度任用職員 2,956 人 3億 7,479万円

企業会計 2,863 人 9億 5,054万円

一般職員 2,128 人 7億 5,080万円

会計年度任用職員 735 人 1億 9,974万円

1 当面措置が必要な経費 6,888万円

2 給与改定 62億 8,080万円
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活
用
し
、道
路
や
河
川
、砂
防
施
設
等
を
整

備①
土
木
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

・�

橋
り
ょ
う
補
修
等
の
老
朽
化
対
策
や
道
路

の
法
面
対
策　

 （
39
億
１
，０
４
９
万
円
）

・
河
川
の
改
修
、ダ
ム
施
設
の
老
朽
化
対
策

（
１
２
７
億
４
，２
３
６
万
円
）

・
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備

（
46
億
９
，５
５
２
万
円
）

②
農
林
水
産
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

・�

た
め
池
の
整
備　
（
10
億
１
，３
７
０
万
円
）

・
林
道
・
森
林
・
治
山
施
設
の
整
備

（
23
億
８
，
４
６
０
万
円
）

③
そ
の
他

・�

地
籍
調
査
負
担
金（
２
億
３
，５
８
０
万
円
）

・
交
通
安
全
施
設
の
整
備（
２
，８
７
９
万
円
）

3 

人
事

　

県
収
用
委
員
会
委
員
の
加か

地じ

雅ま
さ

臣お
み

氏

（
63
歳
）と
芥

あ
く
た

川が
わ

秀ひ
で

海み

氏（
67
歳
）を
再
任
。

同
委
員
会
予
備
委
員
佐さ

川が
わ

義よ
し

則の
り

氏（
68

歳
。
就
任
順
位
２
位
）を
再
任
。

4 

意
見
書

　

持
続
可
能
で
強
固
な
食
料
供
給
基
盤
の

確
立
を
求
め
る
意
見

5 

そ
の
他

（
１
）�令
和
８
年
度
の
宝
く
じ
発
売
限
度
額

（
１
２
７
億
４
，９
０
０
万
円
）の
決
定
。

（
２
）�財
産
の
取
得

　
パソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
シ
ス
テ
ム一式

　

取
得
価
格　

1
億
２
，２
１
０
万
円（
買
取
）

　

相
手
方　

四
国
通
建（
株
）

（
３
）�土
木
建
設
事
業
、
港
湾
事
業
の
負
担

金
額
変
更
の
決
定
。

（
４
）�東
予
港
西
条
地
区
産
業
用
地
地
盤
改

良
工
事
の
請
負
契
約
変
更
の
承
認
。

　

請
負
金
額　

27
億
５
，０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

→
29
億
３
，４
８
０
万
円

（
１
億
８
，４
８
０
万
円
増
額
）

（
５
）�松
山
城
北
特
別
支
援
学
校（
仮
称
）
食
堂

棟
建
築
工
事
の
請
負
契
約
変
更
の
承
認
。

　

請
負
金
額　
５
億
２
，８
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

→
５
億
３
，９
５
０
万
円

（
１
，１
５
０
万
円
増
額
）

（
６
）�継
続
審
査
と
な
って
い
た
令
和
６
年
度

決
算
４
件
の
認
定
。

　
県
の
９
月
補
正
予
算
は
、一般
会
計
98
億

９
，０
１
７
万
円
で
、
能
登
半
島
地
震
を
踏

ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
費（
47
億

７
千
万
円
）や
、地
域
経
済
活
性
化
策（
22
億

３
千
万
円
）が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規

の
も
の
と
し
て
、県
庁
本
館
耐
震
改
修
・
長

寿
命
化
事
業
費
と
敷
地
土
砂
災
害
対
策
事

業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

①
県
庁
本
庁
舎
敷
地
土
砂
災
害
対
策
事
業

２
，４
２
９
万
円

　

本
庁
舎
敷
地
内
は
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
砂
災
害
対
策
の
検
討

に
向
け
地
質
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
令

和
８
年
度
に
整
備
方
法
を
検

討
し
、10
年
1
月
か
ら
12
月
末

に
か
け
て
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

②�

県
庁
本
館
耐
震
改
修
・
長
寿

命
化
改
修
基
本
設
計
調
査

費　
　
　

 

１
，６
０
８
万
円

　

県
庁
本
館
は
、歴
史
的
・
文

化
的
価
値
の
高
い
建
物
で
す
。
行
政
機
能
の

継
続
性
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
も
活
用
す
る

方
針
で
す
。
耐
震
改
修
・
長
寿
命
化
改
修
の

基
本
設
計
・
地
質
調
査

を
令
和
８
年
３
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
実
施
。

令
和
11
年
10
月
頃
か

ら
約
１
年
半
に
か
け
て

耐
震
・
長
寿
命
化
の
工

事
を
実
施
す
る
計
画

で
す
。

県
庁
本
館
の
耐
震
改
修
と

土
砂
災
害
対
策
事
業（
９
月
補
正
予
算
）

〈土砂災害対策工事の全体スケジュール〉
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日
雑
日
感
▼
12
月
６
日（
土
）、
県
内

果
樹
産
業
の
広
域
選
果

体
制
に
つ
い
て
、
八
西
地

域
（
八
幡
浜
市
と
西
宇
和

郡
）の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
県
内
に

は
光
セ
ン
サ
ー
を
備
え
た
共
同
選
果
場
が

20
か
所
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
更
新
時

期
を
迎
え
て
お
り
、
更
新
に
合
わ
せ
て
10

か
所
程
度
に
再
編
・
統
合
す
る
計
画
が
進

ん
で
い
ま
す
。
先
行
し
て
い
る
の
が
、
保
内

の
み
つ
る
共
選
と
伊
方
共
選
の
合
併
・
統

合
、
そ
し
て
広
域
選
果
場
「
新
み
つ
る
共

選
」の
建
設
で
す
。
新
み
つ
る
共
選
は
、Ａ

Ｉ
品
質
評
価
機
器
一
式
に
貯
蔵
施
設
（
保

冷
庫
）
を
備
え
た
最
先
端
の
選
果
場
で
、

総
事
業
費
70
億
円
。
令
和
８
年
10
月
か

ら
稼
働
予
定
で
す
。

な
ど
を
決
め
て
、
応
急
的
な
避
難
所
準

備
組
織
を
つ
く
り
、
避
難
所
の
設
営
を
す

る
こ
と
で
す
。
８
時
前
に
到
着
し
た
地
区

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
既
に
避
難
所
の
統
括

リ
ー
ダ
ー
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
台
本

な
し
の
作
業
な
の
で
次
の
作
業
に
な
か
な

か
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
の
被
災
現

場
で
は
、こ
う
いっ
た
混
乱
が
起
こ
る
と
容

易
に
想
像
で
き
ま
す
。
良
い
体
験
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
防
災

士
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
災
害
避
難
時
用
テ
ン
ト
の
取
り
扱
い

や
、
簡
易
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
の
組
み
立
て
を

体
験
。
訓
練
参
加
者
は
１
４
３
人
で
し
た
。

▼
愛
媛
県
議
会
で
は
、
手
話
言
語
の
普
及

と
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
手

段
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
作

成
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
議
会
内

に
会
派
を
越
え
た
メ
ン
バ
ー
で
条
例
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
」
と
言

　

愛
媛
県
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
果
樹
王

国
で
す
。
県
内
の
果
樹
類
の
栽
培
面
積

は
、１・４
万
㌶
、
産
出
額
は
本
県
農
業
部

門
の
43
㌫
に
当
た
る
５
５
０
億
円
で
、
全

国
第
６
位（
い
ず
れ
も
令
和
５
年
）。
果
樹

王
国
で
あ
り
続
け
る
に
は
、
高
い
精
度
の

選
果
設
備
と
効
率
的
な
荷
役
作
業
の
選

果
場
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▼
12
月
７
日（
日
）、
私
の
住
ん
で
い
る
小

学
校
区
を
対
象
に
し
た
総
合
防
災
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。
朝
８
時
15
分
自
治

会
長
を
中
心
に
地
区
公
民
館
を
出
発
。

徒
歩
で
会
場
の
小
学
校
を
目
指
し
ま
し

た
。
途
中
で
４
人
が
合
流
、
14
人
の
集
団

と
な
っ
て
８
時
40
分
頃
会
場
に
到
着
。
訓

練
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
受
付
班
や
、
誘
導
班
、
ト
イ
レ
班

い
ま
す
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

松
尾
和
久
議
員
（
松
山
市
・
上
浮

穴
郡
選
挙
区
、当
選
４
回
、自
民
）

が
、Ｐ
Ｔ
の
座
長
と
な
っ
て
精
力
的

に
条
例
案
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

私
は
、
副
座
長
と
し
て
座
長
の
横

に
座
っ
て
い
ま
す
。
条
例
案
は
、

１
月
中
旬
ま
で
県
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
行

い
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。
意
見
を
参
考
に
条
例
案
を
さ
ら
に

練
っ
て
、
２
月
議
会
に
議
員
発
議
で
上
程

す
る
予
定
で
す
。
日
常
生
活
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
展
す
る
中
、
誰
で
も
円
滑
に
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

新
み
つ
る
共
選
の
建
設
現
場
で
、西
本
滿
俊
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

中
央
会
前
代
表
理
事
会
長（
左
）か
ら
新
し
い
共
選
の
特

長
と
八
西
地
域
の
柑
橘
の
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

段ボールベッドを組み立てる参加者。
結構難しいようです。

PT座長の松尾議員（左）と

段ボールベッドを入れて災害避難時用
テントの中に入ってみました。
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晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

こ
の
本
は
、
短
歌
を
通
じ
て
、
互
い
に
思
い
を
伝
え
あ
っ

て
き
た
夫
婦
の
記
録
で
す
。
著
者
の
河
野
裕
子
さ
ん
は
、

戦
後
生
ま
れ
の
代
表
的
な
女
性
歌
人
で
す
。
昭
和
47

（
１
９
７
２
）年
第
一
歌
集
『
森
の
や
う
に
獣
の
や
う
に
』を

刊
行
。
心
情
を
の
び
や
か
に
表
現
し
た
短
歌
を
次
々
と
発

表
し
ま
し
た
。
毎
日
新
聞
歌
壇
や
N
Ｈ
Ｋ
短
歌
の
選
者
を

務
め
て
い
ま
す
。
も
う
一人
の
著
者
、
夫
の
永
田
和
宏
さ
ん

も
秀
で
た
歌
人
で
す
。
夫
婦
で「
宮
中
歌
会
始
」の
選
者

を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
和
宏
さ
ん
に
は
、
著
名
な
細
胞

学
者
で
元
京
都
大
学
教
授
と
い
う
一面
も
あ
り
ま
す
。

　

二
人
は
学
生
時
代
に
京
都
で
出
会
い
、
惹
か
れ
あ
い
、

そ
し
て
、
結
婚
し
ま
す
。
家
庭
を
作
り
二
人
の
子
供（
兄

の
淳
さ
ん
と
妹
の
紅
さ
ん
）に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
新
婚
時

代
が
通
り
過
ぎ
、や
が
て
暮
ら
し
が
落
ち
着
い
て
く
る
。

そ
の
時
々
の
相
聞
歌
が
、こ
の
本
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
私
が
好
き
な
の
は
、
第
４
章
の「
卵
が
割

れ
な
い
。
私
の
ア
イ
ボ
ウ
、
う
ち
の
亭
主
の
話
で
あ
る
」で

始
ま
る
裕
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ『
ク
ル
ミ
の
小
部
屋
』
と
、

互
い
の
歌
で
す
。
夫
の
欠
陥
を
笑
い
な
が
ら
も
、
気
遣
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
歌
が
あ
り
ま
し
た
。

　

育
つ
ほ
ど
い
よ
い
よ
父
に
似
て
き
た
る

　
　

も
の
言
は
ず
傍
へ
に
佇
つ
気
配
ま
で　

 　
　

裕
子

　

ら
り
る
れ
ろ
言
っ
て
ご
ら
ん
と
そ
の
母
を

　
　

真
似
て
娘
は
電
話
の
む
こ
う　
　
　

  　
　

和
宏

　
『
ら
り
る
れ
ろ
』の
歌
に
は
、
和
宏
さ
ん
の
次
の
よ
う
な

注
釈
が
あ
り
ま
す
。「『
ら
り
る
れ
ろ
言
つ
て
ご
ら
ん
』は

河
野
の
口
癖
で
あ
っ
た
。
酔
っ
て
電
話
す
る
と
、
ま
ず
こ
の

チ
ェッ
ク
が
入
る
。
や
が
て
小
学
生
の
紅
が
そ
れ
を
真
似

て
…
」

　

平
成
12（
２
０
０
０
）
年
、
突
然
家
族
の
平
穏
が
崩
れ

ま
す
。
裕
子
さ
ん
に
癌
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
本
の
後
半

は
、
第
５
章
の
裕
子
さ
ん
の
発
病
、６
章
の
再
発
そ
し
て

終
章
と
続
き
ま
す
。
裕
子
さ
ん
は
、
平
成
22（
２
０
１
０
）

年
に
64
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
ほ
や
な
あ
と
笑
ひ
の
け
ぞ
り
ま
た
笑
ふ

　
　

あ
な
た
の
椅
子
に
あ
な
た
が
ゐ
な
い　
　

    

和
宏

　

和
宏
さ
ん
は
、
あ
と
が
き
に「
河
野
裕
子
は
私
の
記
憶

と
は
別
の
と
こ
ろ
で
確
か
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
そ
の
作
品
群
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
河
野
裕
子
歌
集
、
あ
な
た
の
本
棚
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

たとへば君
き み
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